
地
震
横
波
の
初
動
か
ら
見
に
震
源
の
運
動
機
構
鷺

坂

清

一
、
緒

日

震
源
の
運
動
機
構
を
草
に

p
波
の
初
動
の
み
か
ら
論
じ
た
も
の
に
就
℃
は
内
外
に
於
て
、
種
々
な
論
議
、
が
提
唱
ヨ
れ
て

居
る
。
而
し
て
そ
れ
等
の
設
も
地
表
の
各
地
で
観
測

3
れ
た
p
波
の
初
動
の
方
向
及
び
大
き
誌
の
説
明
に
関
す
る
範
園
内

で
は
大
慢
に
於
て
矛
盾
が
な
い
。
然
し
そ
れ
ら
の
設
の
中
で
著
者
が
特
に
断
層
設
を
支
持
し
た
所
以
は
、
先
づ
従
来
の
断

層
設
に
従
ひ
P
波
の
初
動
に
よ

b
震
源
の
運
動
機
巧
を
定
め
‘
其
の
P
波
の
節
線
に
営
る
観
測
結
に
於
い
て
，
地
震
記
象

に
所
謂
p
相
節
線
型
が
現
出
す
る
乙
と
を
蹴
味
見
し
た
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
後
本
多
技
師
は
地
表
面
の
小
地
震
に

関
し
て
P
相
節
線
型
は
断
層
線
上
に
も
現
出
す
る
乙
と
を
事
寅
に
於
℃
認
め
、
他
方
故
中
野
博
士
の
理
論
を
際
一
周
し
て
之

を
詮
明
京
れ
た
。
此
の
本
多
技
師
の
後
見
は
断
層
説
に
関
し
て
極
め
て
重
要
な
る
事
で
あ
っ
て
、
今
迄
断
層
訟
に
ょ
っ
℃

設
明
3
れ
た
震
源
の
運
動
機
巧
は
再
考
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
、
即
ち
従
来
の
調
査
に
於
て
断
層
線
と
し
て
報
告
さ
れ

た
も
の
は
或
は
節
線
で
あ
る
か
も
知
れ
ね
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
質
際
断
層
面
が
生
ず
る
と
す
れ
ば
断
層
線
上
の
記
象
型
左
節
線
上
の
記
象
型
と
の
問
に
は
何
等
か
の
差
違

が
な
く
℃
は
な
ら
な
い
と
も
考
へ
ら
れ
る
.
そ
の
差
遣
を
見
出
し
、
以
て
断
層
面
を
判
定
せ
ん
た
め
に
著
者
は
S
相
初
動

一
五



ば
注
意
し
た
、
其
の
結
果
は
記
象
型
の
封
稀
性
の
殺
見
と
な
A
Y
，
断
層
面
の
判
定
に
は
失
敗
し
た
が
、
断
層
設
に
闘
し
℃

一
-'-
J、

反
省
を
促
す
べ

3
規
則
、
だ
っ
た
資
料
を
得
た
。
従
来
S
相
初
動
の
議
取
b
は
殆
ん

E
不
可
能
と

3
れ
た
も
の
で
あ
る
が
幸

に
し
℃
、
之
が
明
瞭
に
讃
め
る
二
つ
の
地
震

。
ど
得
た
。
そ
の
一
つ
は
深
夜
地
震
に
し
て
昭

志摩牛島i架設地震の震度分布国

和
四
年
六
月
三
日
士
山
感
半
島
沖
の
も
の
で
.

他
は
地
表
面
地
震
に
し
て
北
伊
豆
烈
震
の
前

震
で
あ
る
。

=
.
記
象
型
分
布
園

此
庭
に
第
二
固
と
し
て
掲
載
せ
る
記
象
型

分
布
聞
は
昭
和
四
年
六
月
三
日
‘
志
摩
半
島

第三国

沖
に
接
し
た
深
脱
税
地
震
の
記
象
で
あ
っ
て
最

一
辺
数
年
間
に
現
出
し
た
も
の
の
中
最
も
記
象

し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
名
古
屋
は

一E

四
倍
.
長
野
は

国
は
本
墓
地
震
掛
木
津
絞
氏
に
よ
っ
て
百
寓
分
の
一
の
地
国
上
に
賞
際
の
記
象
と
同
大
に
，
出
来
得
る
限

b
精
密
に
描
寝

の
簡
単
明
瞭
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の

一
、
二
倍
に
潟
宜
iJ

で
撲
大

3
れ
た
も
の
を
描
潟
し
た
。
斯
く



じ
て
得
ら
れ
た
闘
が
此
庭
に
複
潟
縮
小
3
れ
た
の
で
あ
る
。
叉
此
の
記
象
の
多
く
は
グ
ヰ

1
へ

Y
ト
地
震
計
に
依
っ
て
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
高
知
は
地
動
計
，
津
、
金
津
及
び
宮
崎
の
水
平
動
は
簡
単
微
動
計
，
一
服
岡
の
南
北

動
は
地
動
計
.
東
西
動
は
微
動
計
に
依
る
も
の
で
あ
る
(
次
節
多
照
)
。

此
の
国
を
見
る
に
一
般
に
P
相
の
初
動
が
極
め
℃
明
瞭
で
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
る
'
0

次
に
P
相
官
品
川
ω
S
相
の
批
味
違
肢
態

に
注
意
す
る
に
P
相
の
最
も
殺
詮
せ
右
は
近
畿
地
方
.
八
丈
島
及
び
関
東
地
方
の
一
部
等
で
あ
る
。
次
に
P
相
の
最
も
微

小
な
る
は
九
州
地
方
で
あ

b
，
次
い
で
本
州
中
部
地
方
の
一
部
で
あ
る
，
之
等
p
相
の
小
な
る
所
に
於
い
て
は
却
で
S
相

が
一
一
般
に
後
遺
し
て
ゐ
る
。
又
S
相
初
動
と
思
は
れ
る
も
の
が
可
な

b
多
く
極
め
て
明
瞭
に
現
出
し
て
居
る
乙
と
が
解
る

で
あ
ら
う
。

向
叉
近
畿
地
方
以
西
、
と
其
の
東
方
に
於
い
て
記
象
上
の
振
動
状
態
が
全
く
異
な
る
乙
と
に
注
意
3
れ
る
で
あ
ら
う
、
印

ち
西
部
は
極
め
て
念
激
に
制
振
す
る
が
東
部
は
中
々
振
幅
を
減
少
し
な
い
、
共
の
最
も
極
端
な
る
差
遣
は
四
闘
と
関
東
地

方
で
あ
る
、
之
日
本
は
近
畿
地
方
と
中
部
地
方
の
境
界
の
東
西
に
於
い
て
地
質
上
或
は
地
形
上
大
な
る
相
還
が
あ
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
1

特
に
関
東
地
方
に
於
い
て
は

0
・
八
秒
程
の
短
週
期
の
波
が
P
相
の
み
な
ら
ず
S
相
中
に
も
後
遣
し
て

ゐ
る
。
此
の
事
が
異
常
震
域
の
原
因
と
極
め
て
密
接
の
関
係
が
あ
る
で
あ
ら
う
事
は
石
川
、
図
富
，
和
建
の
諸
庄
内
に
於
い

て
肢
に
認
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
‘
此
の
国
を
見
る
に
つ
い
て
今
夏
の
如
く
戚
ぜ
ら
れ
る
(
口
給
第
一
国
も
多
照
)
。

和
建
博
士
の
=
一
一
口
は
れ
る
や
う
に
震
源
が
深
い
乏
い
よ
事
も
異
常
震
域
の
一
つ
の
原
因
で
あ
る
乙
と
・
も
此
の
固
か
ら
見
え

七



一
入

る
。
印
ち
此
の
地
震
の
震
源
の
深

3
は
約
三
百
粁
で
あ
る
が
震
央
距
離
七
八
百
粁
以
内
に
於
℃
は
共
の
記
象
の
勢
力
は
容

日

m
に
減
小
し
な
い
が
此
の
距
離
を
越
へ
て
走
時
曲
線
の
湾
曲
知
、
約
千
粁
に
近
づ
く
に
従
び
念
に
其
の
記
象
の
勢
力
の
減

表
す
る
乙
と
が
解
る
。

最
後
に
見
遁
す
べ
か
ら
ゴ
る
一
つ
の
重
要
の
事
が
あ
る
、
そ
れ
は
潮
岬
及
ぴ
八
丈
島
等
の
上
下
動
の
P
波
の
主
な
る
振

動
.
並
び
に
演
回
、
長
崎
等
の
S
波
の
主
な
る
振
動
が
殆
ん
ど
一
、
二
振
動
で
止
ん
で
居
る
乙
と
で
あ
る
。
之
れ
は
震
源
に

於
け
る
主
な
る
緩
形
は
遡
期
の
三
秒
乃
至
四
秒
の
波
を
一
波
長
か
二
波
長
途

b
出
す
問
に
必
局
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
。
若
し
も
震
源
に
於
い
て
最
初
の
数
秒
間
に
な
3
れ
た
も
の
と
同
程
度
の
大

3
さ
の
運
動
が
繰
返
3
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
記
象
の
念
激
の
制
振
絞
態
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
之
を
以
て
見
れ
ば
関
東
地
方
の
地
震
動
の
減
衰
し
な
い

、
柄
、
、
、
、
，
、
、
、
、
，

事
は
震
源
の
直
接
影
響
以
外
の
事
柄
に
依
っ
て
、
上
記
の
念
激
に
制
振
す
る
土
地
と
の
差
還
が
説
明
づ
け
ら
れ
・
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
以
上
の
事
か
ら
波
源
と
し
て
震
源
の
主
な
る
特
使
形
は
四
秒
か
五
秒
の
問
に
ゆ
州
3
れ
る
と
い
よ
事
が
解
る
。

三
、
観

測
表
(
其
の
一
)

此
庭
に
掲
げ
た
士
山
摩
牛
島
沖
の
深
後
地
震
の
観
測
表
は
S
相
初
動
を
一
不
す
の
が
目
的
で
あ
'
夕
、
其
の
他
の
事
は
著
者
の

前
一
報
文
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
二
三
訂
正
箇
所
も
あ
b
，
叉
此
の
深
夜
地
震
は
極
め
て
簡
草
明
瞭
に
記
象
さ
れ
た

る
が
故
に
現
今
の
み
な
ら
ず
、
防
府
系
に
於
い
て
も
多
く
の
人
の
論
文
資
料
と
な
る
と
思
は
れ
る
。

3
れ
ば
其
の
観
測
伎
に

っ
き
詳
細
に
設
明
し
て
置
く
乙
と
L
す
る
。



ょ県松 qfi{ 高沼手u彦京利I 大岐名人初|潰潮津
測観

歌 古 所-
同本島山津山根者1; 戸阪阜屋木本松岬 名

-ノt、A 
、時
一一一
カA
、分
時-ー~・ ・・-・ -圃胴圃国a・・固-‘ ・・ー・・4・ ・回幽ー- ・-・ 圃・ ・』・ー.-・ -噌- ・-- ・~哩田ー】. ーーーー

九九八八七七六六五五五四三三 O 問 O
六.O. 六.四.八'¥. 0 四.一.五.匹'-H二.一.八.0.0. 四.五、f.j; 亥リ

間四四四四四三三四三三一一-一 O四一一一-一一
三 O・ 問- 一 o 一. 八. 七. O・ 八。 六. 七. 六・ j・L qJL 八. 六. 

すご三 O 四七 O 六五五二 o 0 二五 五六秒
開器勤

西北東北西北東北西南西北西北西北西北西北西北東北西北西南 西南西北

一一微微四微微八三ー ニー 上 二三そ二 --三三 二: 一一一 P 

Cニ ニー 二一四三一五九 四四三O=..c:n-. こ-ー二ー-一二-二ノL、4 
プミi¥.. O六 八O三五七六 七六O三O'Er: O三五O

下 J:.・J:: ー上 ー上 t 上 初
一 一一 四 1m 四 ミ波一
i¥. 五四 ぁ: 』ー一→ . 五 ロ

ク
匹l i¥.. 三ミ O O O る〆

一
西北西北 西西南 西北南 東T北南 六西南北西北

南
， 

二四二 西二一 A不 弓之 一?一- 円D 

三五三二 七九 プミfY1 明J 五 ご・ハ 動
C六O七 五四 一一・ 西~北五O

J二
一一一一

一
匹!プミ

ミ波
/又 c、、、-ot ノ J:l 

O ク
J 、

-ー~‘ -・ ~‘ ーー- ・ ‘ーーー・a・ -ーーー・唱-・ -・M・・ ・ーー~・ ー圃圃圃回4・ 一 一

央4長弓乏奇

・ - ・ーー圃ー 一
大二四一七九四六九七三 O 三一六六入 Ra 
五八九 O 三二五了〕七 O 六六五八五七四料 離

九
)k .0 .0 簡単歓勤o )k () 0 )k 0 其の大O車館徴勤o )k 簡車徴O動 I 筒単検勤計 車役簡勤O)kイへ町1簡阜絞x 勤音「 地

ルイヘグ1 阿 同 昔i ルイウへ1' 筒車綾勤計 同 同 ルイへグ7 他森叡計舗言十 ルグへイ1 計 グイルへ1 計ル

震
ト ト

式 式 式 式 式 式

計

、¥



;;(ri 

];主

八

丈

島

同

~tl 

新

民

潰

f1~ 

演

近

ノ、
7) 

室

戸

吉E

ノ工、
〆IT

~，.~ 

11!J 

橋

東

-"'-'" '-' ノ』、

fた

オ4

長

釘'

フk

戸

筑

波

山

言言・
I百』

知

h
叫--b 

形

多

皮

津

柿

岡

。三0
・九

三

了

。

一一一一一. 
一一

一一一一一. 
一一

三
三
・

o

一
一
ニ
・
五

三
四
・
一

J
H叫
.

円

凶

寸

--・
-
H
υ
g
h
υ
v
v
 

一
四
・
七

一
間
・
八

三
五
・
一

三
七
・

o

三
七
・

o

-ヒ
三
七
・
三

三
八
・

o

三
人
・
二

四五|四四四四四|四四四四|四四四

四九 八八五五三 三四五三 五四 O

O o 0 五七一九 O 三 000六 O

西南西南西南西甫西南西南東南西北西南西南西南西南東西南西南西北西北西南

四
四
・
穴

一六一 三ニ一二三一一一ニー
ニO五四回二五一一0一二八O
六O 六五 四O

六六二五九二七七一徴三三一五一二
五五三七回二九五五一00三八O

二五 O 

下
一
三
八

下
二
二

O

南
北
不
明

東
西
不
明

西

九

七

O

耳ミ

i

一
.
東
西
不
明

下
二
九

O
一

北

六

六

二

以

上

下下
一
五

O

下下

九
五

四
七O 

西北東北

一一一六

一
二
四

一
三
八
一O
六

北西北西南西北
北
一不三三
一明七六
五、五二

O北
? J: 

一0
0
0

西北

九七
ノ、f、
七七

ニ
O

二
四
九
一

X
rnJ 

二
七

O
一
X
同

一一・_.・

一一
O
簡
単
徴
動
計

七

O
一
簡
単
微
動
計

五
七
一
米
グ
イ
I
へ
ル
ト
式

二
六
二
一
大
森
式
微
動
計

三
五
二
一

O
簡
単
微
動
計

二
八
八
一

O
グ
イ

1

へ
ル
ト
式

二
九
一

の
簡
単
微
動
計

二
八
一

X
グ
イ

1

へ
ル
ト
式

二
八
一

。
簡
単
微
動
計

二
八

O
一
X
Mソ
イ

1

へ
ル
ト
式

一
七
八
一

O
地
動
計

五三三
二五四

O >Kグ筒
筒地イ皐
阜勤 1微
微計へ勤
勤 ノレ計

官1- ト

式

三
二
四
一
簡
草
微
動
計

三
五

O
一
O
ゲ
イ

I

へ
ル
ト
式



釘k'古‘
I百1宇

都

宮

;f:~ 横

須

賀

兵庚境演合宿直

見

小

名

潰

新釜大{Ul 石宮

子回山島回津島山分蓋巻崎

一
八
・
六

PH 三
O 九

四四

四
三
・

o

四
三
・
ニ

四
三
・
二

四
四
・

o

四
七
・
問

四
七
・
九

五

0
・0

五
一
・
七

五
二
・
問

五
三
・
六

五
五
・

o

五
六
・
一
七

五
六
・
八

五
九
・
六

五
九
・
九

五
三
・

O
一
時
一
レ
u

四
九
・

o一一四

四
五
・

O
一
醐

五一一・

O
一
蹴

五
二
・
八

五
五
e

四
一
時

四
五
・
丸
一
酎

五
八
・

O
一
蹴

五
回

h
O一

五
人
・

o

五
問
・

o

五
三
・
八

六
一
一
・

o一
時

六

7
0一
時

六
二
二
三
時
-
レ
」

六
九
・

O
一
配

一五二一二四七三
三 六七O八
O 

tι 

四六
四一
八五

西南東南西南
西北
ー動勤ー
二O徴徴ワ五
六Otl、11、四六

一二三三四五
O四五三O九回二

下下上上下

:5. 八
五

:5. 五
五ハ、

西北

二
二

O問。。
東

東

四

O
六

西北東上

一O
四
一一一一一一

上

一ムハ六一

O

同

一
ニ
二
九
一

O
簡
単
微
動
計

一一一五

O
一
簡
単
微
動
計

四
一
五
一

O

同

二
四
九
一
筒
阜
微
動
計

四
三
三
一
同

四
四
二
一
同

三
九
五
一

O
強
震
計

四
入

O
一
X
グ
イ

I
へ
ル
ト
式

四
四
九
一
簡
単
微
動
計

四
人
穴
一

O
グ
イ
1

へ
ル
ト
式

四
三
九
一

O
簡
単
徴
動
計

四
四
八
一
簡
単
微
動
計

七
五
八
一
同

五
三
穴
一

O
地
動
計

五
五
三
一

X
グ
イ

I
ヘ
ル
ト
式

五
i¥. 
九

動>1く簡
)グ車

>kイ微
筒 1 勤
皐へ計
検Jレ
勤ト
計式
〆「

上
下

O 



下縞* 買E温
泉

岳

長秋虚鹿
児

島

~ 
凸設青大父回尽仁名

B自岡津本崎田岡古原森時島館按}JI 瀬

四

0
・
0
一ニ・

o

O
四
・
八

。
入
・

o

O
入・ニ

O
八
・
七

1
.
J
1
・
む
・
同
M
4

f
l
k

」
ノ
‘

nvト

一
一. 
一一一. 
一→ー

一
二
・
七

一
玉
"
。

一
五
・
六

二
四
・

o

二
四
・

0

二
七
・
五

四
一
・
七

T
官

'
1
4
、

pr
匹

.Jノ

四
六
・

日
1
'
・lu

・4
、

nド
，

y
.
Jノ

士一一・

O
一
時

七

0
・0
一
時

六
入
・

O
一

}

上

V
U

七

0
・
0
一一則
一
レ
u

七
五
・
五
一
一
則
一
レ
u

七
一
ニ
・

O
一
刻

七
一

-
O一
時

七
六
・

O
一
時

七
五
・
民

七
五
・

O
一
南

七

σ
・o

八一一一・

η

八
六
・

o

入
入
・

o

九
五
・

0

一O
二・

0

一O
六
・
つ

獄微ニ九八二ーへ三一
八一O~OO 六六

二
八

東南西南西南東南東北西南
rlOi:j(二

四一一一一勧勃八徴一一
四六三七00綾徴 六O

11、11、

-F 下
五
四

O

下

コ九

[CJ 

五

東北東

一O
一

二
五
八

八
五

O

水
平
動
不
明

~t. 

上
一
四

O

一一一一

六六五
四三八
三八三

筒>k>ピ O
阜地徴筒
微動動車
勤言咋十徴

計日号

六
一
一
入
一

O
同

-'-f、

簡
車
徴
動
計

七

O
五
一
米
グ
イ
1
へ
ル
ト
式

f 、ノ、ノ、
九九五
五七六

筒 Oグ>k
草地イ同
徴動 1
動計へ
言十 ル
ト

式

七
三

O
一
O
同

七
二
九
一

O
同

七
人
九
一

O
同

人
一
一

O
Nソ
イ

I
へ
ル
ト
式

九
四
九
一

X
グ
イ
1
へ
ル
ト
式

八
九
八
一
簡
皐
徴
動
計

九
九
五
一
同

一O
ニ
O
一XNYイ
l
へ
ル
ト
式

九
八
五
一
簡
単
微
動
計



キL帯初釘l[旭4艮那大大子12アz、.石
垣

島

三菱-恒蓋甲金I~--Í・
じニa宇

-
和
島 幌

五
二
・
八

民

四
一
・

O
二・

自~

O
ニ・
O

E告

O
二・

l
 
l
 
j
 

O
四・

0

室

O 
ノ、

覇

O 

蓮

二
八
・

o

?白

一一一一一・一

~t 

四
二
・

O
二
・
八

〕
J
L

・1

f
L
一
/
.
f
¥

E
 i
 

E
 

一
四
・
九

弔民

三
九
・

o

南

四
九
・
五

rf.f 閉
所

γ
主性

一O
川
・

O
一
晴

一一

0
・0
一

徴殻

-F 
徴

一
一
七
・

O
一
|

一

』

n

j

f

、

一
一
二
・

O
一
日

-F

一

西

四

一
一
二
・

0
一

北

徴

一

束

徴

一
一
一
三
・

0
一
東
西
動
徴
小

一
南
北
勤
扱
小

一
四
四
・
八
一
!

一
四
四
・

0
一
嫡
北
勤
締
め
て
徴
小

一
一
聞
大
・

O
一

一
六
八
・

O
一一一

一
主
ハ
・

0
一
和

一-ーノ、
一← . . 
--<-
r、

一
八
九
・

O
一
批

二

0
0
・0
一
l

四

0
・0-
醐

四
八
・

O
一
耽

問ニ・

o

-
L
A

、

ヨ
J
J

四六ニー
一
六

0
0

一
六

O
C

一O
O
大
三

一一一一一一一

下下

--'-
eノ、

四
七

西北

一
O
四
四
一

O
グ
イ
!
へ
ル
ト
式

一
O
九
六
一
簡
単
微
動
計

一
一
九
一

同

一
一
五
九
一
同

一
一
五
一

同

一
二
二
九
一

O
同

一
二
八
六
一
同

一
四
八
二
一

O
同

一
四
六
二
一

O
同

一
八
三

O
一
X
グ
イ

1

へ
ル
ト
式

一
六
八
三

X
同

一
九
五
七
一
簡
単
微
開
計

二
一

O
六
一
同

ニ
O
六
七
一
同

一
九
七
一

O
同

二
大
三
米
同

二
三
五
一
簡
単
微
動
計

四
四
九
一
同



↓
一
四

室

爾
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九
六
・
二
一

四一一

7
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枇

一
四

O
七
五

西
li、

五

九
五
八
一
同

二
ニ

O
一
O
同

Hi吊

井-

此
の
表
中
地
震
計
名
の
上
に

O
又
は
X
そ
附
し
た
も
の
は
著
者
自
身
其
の
詑
象
を
議
む
事
が
出
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、

此
の
中
X
印
を
附
し
た
も
の
は
詑
象
型
分
布
固
に
描
潟
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
記
象
型
闘
に
描
官
付
さ
れ
た
も
の
に
関
す
る

地
震
計
の
恒
数
に
つ

3
共
の
概
略
を
記
す
乙
と
L
す
る
。
グ
イ

1
へ
Y

ト
式
地
震
計
の
基
本
倍
率
は
水
平
動
で
は
八
十
倍

上
下
動
で
は
六
十
倍
位
で
使
用
3
れ
て
居
る
も
の
が
多
く
、
制
振
皮
は
五
か
六
位
で
使
用

3
れ
て
居
る
の
が
普
遁
で
あ

る
。
倫
其
の
固
有
週
期
は
五
六
秒
ゼ
あ
る
。
ー
次
に
簡
単
倣
動
計
の
基
本
倍
率
は
津
が
二
十
倍
，
金
俸
が
三
十
倍
、
宮
崎
が

五
十
倍
で
あ
b
，
其
の
固
有
週
期
は
大
臨
四
秒
位
で
あ
る
。
高
知
の
地
動
計
の
基
本
倍
率
は
四
十
倍
で
制
振
度
は
こ
で
磁

石
を
使
用
し
て
ゐ
る
.
角
固
有
週
期
は
約
十
五
秒
で
あ
る
。

次
代
初
動
の
護
取
b
値
で
あ
る
が
、
地
震
計
名
の
上
に

O
又
は

X
印
の
あ
る
も
の
は
著
者
自
身
の
議
取
b
か
又
は
そ
れ

に
同
意
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
議
取
A

少
に
際
し
て
近
畿
、
中
閥
、
四
図
、
東
北
の
各
地
方
及
び
本
州
中
部
地
方
の
一

部
は
極
め
て
明
瞭
な
る
初
動
を
示
し
て
ゐ
る
故
、
別
に
説
明
の
必
要
は
な
い
。
第
三
闘
の
初
動
分
布
国
の
略
南
北
に
走
る

A
N
D
線
の
附
近
の
初
動
は
一
般
に
小

3
く
、
長
野
の
如
き
は
全
く
不
規
則
の
方
向
を
向
い
℃
ゐ
る
が
其
の
方
向
は
明
か



に
一
讃
取
れ
る
J

高
山
、
松
本
及
び
甲
府
等
は
小

3
く
は
あ
る
が
其
の
方
向
は
明
か
に
譲
み
取
れ
る
、
新
潟
と
高
田
と
は
極

め
℃
小
さ
く
、
其
の
方
向
ぞ
決
定
し
難
い
程
度
で
あ
る
。

次
に
九
州
を
遁
る
N
P
U
線
附
近
の
模
様
を
説
明
す
る
に
長
崎
で
は
三
分
動
共
に
小
さ
い
・
な
が
ら
も
明
か
に
議
取
れ

る
。
福
岡
で
は
其
の
方
向
が
解
る
の
み
で
あ
る
。
宮
崎
と
熊
本
止
は
各
分
動
の
方
向
が
調
和
し
て
ゐ
な
い
，
之
節
線
が
此

の
迭
を
遜
る
乙
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
大
分
及
び
下
闘
は
明
か
に
護
み
取
れ
其
の
方
向
も
調
和
し
て
ゐ
る
。
最

原
で
は
其
の
P
相
は
極
め
℃
小

3
く
、
殆
え
い
こ
静
止
線
'r場
一
化
が
な
い
程
度
で
あ
る
。
但
し
簡
単
微
動
計
の
記
象
で
あ
る
。

朝
鮮
の
大
郎
の
初
動
は
束
が
明
か
で
南
北
動
は
初
期
微
動
会
憶
に
亙
て
殆
ん
ど
振
動
し
て
ゐ
な
い
等
は
興
味
が
あ
る
。

北
海
道
で
は
札
幌
の
詑
象
は
其
の
方
向
が
辛
じ
て
解
る
程
度
で
あ
る
が
，

p
相
及
び
S
相
の
震
動
が
・
界
日
勿
に
減
衰
し
な

い
之
遠
距
離
の
た
め
射
出
角
が
余
程
小

3
く
な
っ
た
矯
も
あ
ら
う
が
、
根
室
の

p
相
の
振
隔
が
殆
ん
ど
静
止
線
の
隔
を
増

し
た
の
が
辛
じ
て
解
る
程
度
で
あ
b
、
節
線
型
の
詑
象
の
模
範
的
の
も
の
を
示
し
て
居
る
乙
と
九
想
以
A
n
は
せ
て
、
札
幌

の
記
象
型
は
内
陸
型
で
あ

b
，
根
室
の
は
海
岸
型
で
あ
る
と
い
ふ
閥
寓
技
師
の
分
類
法
ど
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
関
東
地
方
の
初
動
は
極
め
て
短
週
期

(
0
.
六
秒
乃
至
一
、
二
秒
)
の
も
の
と
遁
常
の
週
期
(
三
秒
乃
至
五
秒
)

の
も
の
と
二
種
類
出
現
し
、
其
の
方
向
は
同
一
で
あ
る
が
大
い
き
が
異
な
る
。
著
者
は
大
抽
胞
に
於
い
て
共
一
知
週
期
の
も
の

を
一
一
環
み
取
っ
た
の
で
あ
る
が
一
二
の
例
外
は
あ
っ
た
J

記
象
聞
の
東
京
，
横
演
等
に
見
る
が
如
く
其
の
上
下
動
は
極
め
て

一五



一一六

顕
著
で
あ

ιJ、
其
の
週
期
は
水
卒
動
と
一
致
し
な
い
故
。
其
の
A
口
成
等
を
し
て
も
，
極
め
て
大
躍
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

み
で
巌
密
の
乙
と
は
言
へ
な
い
。

向
朝
鮮
、
墓
湾
、
石
垣
島
等
の
初
動
は
明
か
で
而
か
も
三
分
動
共
に
調
和
し
て
ゐ
る
。

抜
S
相
初
動
の
議
み
取
れ
る
迄
に
な
っ
た
経
過
の
概
要
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
之
れ
は
此
の
地
震
の

記
象
が
特
に
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
だ
と
い
よ
事
に
依
っ
て
議

3
て
ゐ
る
と
す
る
者
も
あ
ら
う
。
叉
果
し
て
其
の
著
者
の
験
測

し
た
も
の
が
S
相
の
初
動
で
あ
る
や
否
や
と
の
疑
問
を
も
っ
者
も
あ
ら
う
。
元
来
深
殺
地
震
に
於
い
て
は
p
波
及
び
S
波

の
速
度
と
そ
れ
等
の
比
よ

b
し
て
第
二
相
が
S
波
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
和
建
博
士
に
依
っ
て
明
か
に

S
れ
た
。

共
の
後
著
者
に
よ

b
記
象
の
節
線
型
(
和
建
博
士
の
B
型
)
の
存
在
が
震
源
の
運
動
機
巧
か
ら
哲
明
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
和

建
博
士
の
第
二
相
が
S
相
で
あ
る
と
い
ふ
訟
を
支
持
し
た
。
更
に
本
多
技
師
の
地
表
面
地
震
に
関
す
る
記
象
型
の
解
設
の

概
念
を
深
層
地
震
に
封
し
て
，
取
b
入
れ
る
時
は
.
和
注
博
士
の
A
型
の
記
象
型
も
設
明
づ
け
ら
れ
る
、
本
多
技
師
及
び

著
者
は
之
を
中
間
型
と
命
名
し
た

3
意
見
を
も
っ
，
然
る
と
込
-d

は
震
源
の
深
浅
を
問
は
ず
「
記
象
型
は
節
線
型
及
び
中
間

型
の
二
つ
に
大
別
注
与
。
L

斯
く
し
℃
此
の
記
象
塑
分
布
聞
に
示
ヨ
れ
る
記
象
の
第
二
相
の
穎
著
な
る
相
が
S
相
で
あ
る

と
い
ふ
事
は
確
立
し
た
。
其
庭
で
此
の
相
の
初
動
の
中
極
め
℃
明
瞭
の
も
の
の
み
を
議
み
取
っ
て
第
一
表
中
に
掲
載
し
た

次
第
で
あ
る
。
如
何
に
明
瞭
に
第
二
相
の
初
動
が
議
取
れ
る
か
は
記
象
型
分
布
固
に
よ

b
て
諒
解
遣
れ
た
い
。



初動、等PS線(40秒、 44秒及び節線
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第四闘

四
、
震
央
と
震
源

此
の
地
震
の
震
央
位
置
に
闘
し
℃

は
同
富
技
師
の
意
見
が
あ
っ
て
、
詳

細
吟
味
し
て
、
此
庭
に
訂
正
報
告
す

る
。
先
づ
此
の
地
震
の
初
動
を
第
一

表
代
よ

h
共
の
水
平
動
を
大
き
主
に

比
例
し
て
地
固
上
に
記
入
す
れ
ば
第

四
国
の
如
く
な
る
.
今
此
の
固
に
於

い
て
初
動
の
反
す
る
境
界
線
を
引
け

ば
闘
の
A
N
D
線
及
び
川
A
m
n
U
線
の

如
く
な
る
、
而
し
て
之
は
P
波
の
初

動
の
極
め
℃
小
ぷ
い
所
を
引
い
た
線

で
あ
っ
℃
此
の
二
つ
は
共
に

p
相
の

節
線
で
あ
る
。

叉
此
の
二
線
に
包
ま

れ
る
牛
圏
内
の
初
動
は
上
向
き
で
他

七



二
人

は
下
向

3
で
あ
る
。
次
に
近
畿
、
中
図
雨
地
方
の
南
北
分
動
の
向
き
に
注
意
し
て
、
其
の
境
界
線
を
引
い
て
見
れ
ば
W
E

N
線
の
如
く
な
る
。
今
此
の
三
つ
の
線
に
達
す
る
震
波
の
軌
道
に
ょ
っ
℃
作
ら
れ
る
三
面
の
交
結
は
震
源
で
あ
る
と
見
る

乙
と
が
出
来
ゃ
う
。
次
に
又
四
十
秒
と
四
十
四
秒
の
等
初
期
微
動
線
を
引
け
ば
同
闘
の
結
線
の
如
く
な
る
、
其
の
闘
の
中

心
は
大
館
×
印
に
嘗
る
。
即
ち
初
動
方
向
の
分
布
及
び
壮
一
寸
初
期
微
動
線
か
ら
求
め
た
震
央
は
大
韓
一
致
す
る
。
命
叉
等
援

震
時
線
の
中
心
を
取
る
も
大
胆
阻
此
の
位
置
左
な
る
.
。
斯
く
し
て
求
め
ら
れ
た
震
央
は
東
経
百
三
十
七
度
十
四
分
北
緯
三
十

四
度
十
六
分
の
志
摩
牛
島
東
方
沖
に
営
る
o

第
一
表
の
震
央
距
離
は
此
の
震
央
位
置
に
針
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
百
高
分

の
一
の
地
固
に
よ
っ
て
測
定
し
、
他
方
球
面
三
角
の
公
式
に
従
ぴ
計
算
し
、
地
固
に
依
る
補
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
震
源
の
深
さ
で
あ
る
が
之
は
著
者
の
前
報
告
に
於
℃
約
三
百
粁
と
出
て
居
る
が
大
健
之
が
正
し
い
。
其
の
一
つ
の

詮
明
は
此
の
地
震
の
走
時
曲
線
が
本
多
技
師
の
北
伊
豆
地
震
の
結
果
を
材
料
と
し
て
和
一
述
、
盆
田
‘
著
者
佐
一
寸
が
算
出
し
た

走
時
表
の
中
の
深
ヨ
三
百
粁
の
も
の
と
一
致
す
る
。
叉
第
三
国
の
川
A
W
U
な
る
節
線
の
字
経
は
約
千
百
粁
で
あ
っ
て
、
之

は
此
の
地
震
の
走
時
曲
線
の
替
曲
結
の
震
央
距
離
よ
b
僅
か
に
大
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
、
而
も
同
じ
表
に
依
b
て
千
粁

の
轡
曲
黙
を
有
す
る
震
源
の
深

3
は
約
三
百
粁
で
あ
る
。

豆、

P
波
及
び
S
波
の
初
動
方
向
並
び
に
異
の
大
き
さ
の
分
布
か
ら
見
た
震
源
の
運
動
機
巧

前
節
の
第
四
国
p
波
初
動
の
固
に
注
意
す
る
に
、
大
憶
か
ら
見
て

p
波
初
動
の
最
も
大
な
る
所
は
近
畿
地
方
、
関
東
地

方
の
南
部
及
び
八
丈
島
等
で
あ

b
，
其
の
最
も
小
な
る
所
は
二
つ
の
節
線
A
N
D
及
び
M
W
U
の
附
近
で
あ
る
。
之
、
だ
け



の
事
を
説
明
す
る
に
は
従
来
の
断
層
訟
で
充
分
で
あ
る
。
印
ち
今
震
央
E
E
震
源
H
、
及
び
節
線
(
断
層
線
)
に
略
垂
直
に
交

は
る
線
N
E
W
を
含
-U
裁
断
面
闘
を
描
け
ば
策
五
闘
の
如
く
な
る
の
震
源
範
閏
A
B
M
E
な
る
部
分
(
簡
草
の
た
め
に
球
と

考
へ
る
)
が
、
T

T
の
方
向
に
張
力
を
受
け
、
C
C
の
方
向
に
尽
力
を
受
け
て
、
侵
入
ソ
に
A

H
の
面
が
、
こ
っ
た
と
す
る
、
此
際

H
に
於
け
る
雨
側
の
相
封
的
特
使
位
は
最
大
で
，
球
A
B
E
K
の
表
面
附
近

で
は
殆
ん

E
零
で
あ
る
と
す
る
‘
此
の
鐙
位
に
よ

b
℃
此
の
球
盟
内
の
歪

震源の運動機巧

E，N ゐ

F戸

第五開

は
消
失
す
る
と
考
へ
る
。
此
の
運
動
に
際
し
て
A
H
H
面
の
雨
側
は
大
関

に
於
い
て
九
九
の
方
向
に
運
動
す
る
故
に
A

N
面
の
方
向
に
於
い
て
は
震

波
の
干
渉
の
翁
め
に
九
九
に
よ
る
合
成
の

p
波
の
務
位
は
殆
ん
ど
零
で
あ

る
と
考
へ
ら
れ
る
。
叉
B

W
面
の
方
向
は
九
に
直
角
な
る
故
P
波
の
勢
力

は
殆
え
い
と
零
で
あ
る
。
此
の
際
S
波
の
勢
力
は
B

W
及
び
A

N
の
方
向
に

於
い
て
最
大
で
あ
る
。
斯
く
し
て
地
表
N
及
び
町
線
上
の
観
測
所
で
は
節

線
型
の
記
象
が
得
ら
れ
る
，
之
は
B
Y
面
が
と
る
と
し
て
も
同
じ
結
果
に

な
る
、
叉
T
M
及
び
C

M
の
方
向
に
は
P
波
の
勢
力
は
最
大
と
な
る
、
而
し

て
地
表
M
、
町
の
附
近
で
中
間
型
の
記
象
が
得
ら
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

次
に
第
一
表
に
於
け
る
S
相
初
動
を
地
国
上
に
描
け
ば
第
六
園
の
如
く

二
九



動‘初波S 園，..L.・
ノ、第

O 

な
る
、
此
の
国
の
大
韓
の
有
様
ど
見
る
に

N
結
の
附
近
で
は
西
方
に
向
ひ
町
附
廷
で

は
東
方
又
は
上
動
で
あ
っ
て
、
其
の
中
間

の
位
置
で
は
S
相
の
初
動
の
方
向
は
議
取

ι
リ
難
く
.
何
庭
か
で
相
反
す
る
方
向
を
取

っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
斯
様
な
S
相
初

動
の
生
ず
る
所
以
を
前
越
の
事
項
に
矛
盾

し
な
い
様
に
震
源
の
後
震
機
巧
を
想
定
す

る
乙
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
郎
ち
一
第

五
闘
に
於
け
る
震
源
域
の
弾
性
球
健
A

B

k
w
D
が
楕
闘
臆

a
b
，Z
い
u

に
媛
形
し
た
と

考
へ
れ
ば
よ
い
。
此
の
援
形
の
際
、
球
臆

内
の
質
賂
九
九
九
九
は
略
其
の
矢
の
示
す

方
向
に
援
位
し
A

H
及
び
B

H
線
上
の
結

は
夫
々
A

N
及
び
B

W
に
垂
直
の
方
向
に



於
け
る
援
位
が
主
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
斯
様
に
し
て
S
相
初
動
は
説
明
づ
け
ら
れ
、
節
線
型
の
記
象
も
P
波
の
初
動

方
向
及
び
大

3
3
も
説
明
3
れ
る
。

命
第
五
固
に
於
い
て
E

W
が
六
百
五
十
粁
.
E
H
が
三
百
粁
な
る
乙
と
か
ら
.
和
達
、
盆
回
、
鷺
坂
の
表
か
ら
E
H
N

な
る
角
が
約
十
度
と
い
よ
乙
と
が
わ
か
る
、
叉
E

N
は
約
五
十
粁
で
あ
る
。

震
源
域
の
球
が
楕
園
鐙
に
或
は
楕
固
躍
が
球
に
特
使
形
す
る
際
に
断
層
面
が
出
来
る
か
出
来
な
い
か
は
問
題
で
あ
る
。

S

相
の
初
動
の
設
明
代
は
今
の
庭
出
来
な
い
と
し
た
方
が
前
述
の
如
く
説
明
が
簡
単
で
あ
る
。
然
し
此
の
務
形
に
附
随
し
て

小
な
る
断
層
面
が
出
来
る
と
す
る
も
差
し
支
へ
な
い
、
而
し
て

A
r
.面
の
方
向
を
取
る
か
B
E
面
の
方
向
を
取
る
か
は
地

質
構
造
又
は
機
舎
の
問
題
で
あ
る
と
考
へ
る
。

六

、

記

象

型

の

針

稽

性

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日
十
六
時
六
分
に
接
現
し
た
北
伊
豆
前
震
は
前
震
中
の
最
も
大
き
い
も
の
、
一
つ
で
あ
っ
て

其
の
初
動
配
布
は
本
震
と
全
く
同
一
で
あ
る
、
然
れ
ば
そ
れ
に
依
っ
て
生
ず
る
断
層
も
本
震
と
同
じ
く
略
南
北
で
其
の
西

側
は
南
方
へ
東
側
は
北
方
へ
移
動
し
た
と
考
へ
て
も
よ
か
ら
う
。
今
断
層
線
と
節
線
と
の
方
向
上
に
あ
る
記
象
を
示
せ
ば

第
七
闘
の
如
く
な
る
。
(
賞
際
の
記
象
E

ど
同
大
)

此
闘
に
於
い
て
演
松
の
S
相
初
動
方
向
は
南
東
に
し
て
演
松
の
位
置
は
西
側
の
節
線
の
少
し
く
南
方
に
在
b
、
熊
谷
の

S
の
初
動
は
南
東
に
し
て
熊
谷
は
断
層
線
の
少
し
く
東
方
に
在
b
.
布
良
は
東
側
の
節
線
上
に
あ
b
て、
S
の
初
動
は
北
東

に
向
ふ
。
今
之
等
S
相
初
動
に
基
い
て
S
相
初
動
の
配
布
国
を
断
層
線
N

W
及
節
線
机
刊
に
関
し
て
描
け
ば
第
八
国
の
如



〈十一月二十五日十六時六分〉
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令
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J
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E 
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清松

く
な
る
。
之
に
依
b

て
見
る
に
S
』
相
初
動

も
会
〈
断
層
線
'
P

一節

線
と
に
つ

3
て
同
様

の
関
係
に
て
庇
の
こ

つ
を
区
別
す
忍
之
と

は
出
来
な
い
。
扱
P

相
初
動
が
震
央
結
或

は
断
層
線
と
節
線
の

二
等
分
線
に
つ
主
て

封
稀
で
あ
る
乙
と
は

己
に
知
ら
れ
て
居
る

之
官
と
で
あ
与
が
，
本

節
の
事
賃
か
ら
S
相

初
動
方
向
を
考
へ
に

λ
れ
て
も
共
の
封
稀



グ

地表面震源のS波の初動方面

M 

"" 

性
は
破
れ
な
い

A
一
向
本
多
技
師
の
研
究
を
考
慮
す
る
と
き
は
、
一
般
に
地

表
面
地
震
の
記
象
型
は
二
つ
の
筋
線
の
な
す
角
の
二
等
分
線
に
つ

3
て
針

稀
で
あ
る
。
然
れ
ば
志
摩
宇
島
地
震
の
場
合
を
反
省
す
る
に
断
層
線
と
節

線
と
を
区
別
す
る
乙
と
は
S
相
初
動
か
ら
も
出
来
な
い
。
此
庭
に
於
い
て

断
層
面
の
生
成
に
閲
し
て
多
小
疑
念
を
も
た
ゴ
る
を
得
な
い
。

坪
井
忠
二
氏
の
報
告
に
依
れ
ば
北
伊
豆
烈
震
の
前
後
に
於
い
て
賃
測
上

此
の
地
方
は
北
束
、
南
西
の
方
向
に
延
長
し
、
北
西
、
南
東
の
方
向
に
短

縮
し
て
ゐ
る
。
之
を
国
一
不
す
れ
ば
第
七
闘
の
国
A
B
K
E
が
楕
国

a
b
d

v
と
な
っ
た
同
様
の
獲
形
で
あ
る
，
之
に
依
っ
て
P
波
初
動
の
説
明
は
勿

第八間

N， 

論
つ
く
し
、
又
園
内
の
太
い
矢
の
附
近
に
あ
る
質
結
は
略
其
の
矢
の
方
向
に
移
動
す
る
故
S
相
初
動
も
説
明
出
来
る
。
扱

識
へ
っ
て
考
へ
る
に
寅
地
に
断
層
線
の
現
出
し
た
地
震
に
つ
い
て
は
本
多
氏
も
著
者
も
其
の
記
象
型
を
論
じ
℃
は
ゐ
な

ぃ
。
本
多
技
師
の
取
扱
っ
た
も
の
は
地
表
面
地
震
で
あ
る
が
主
と
し
て
断
層
線
の
現
出
が
認
め
ら
れ
な
い
程
小
3
い
地
震

(
前
震
、
徐
震
)
に
つ
い
て
立
あ
b
z
著
者
の
は
地
下
に
震
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
れ
ば
断
層
線
ξ
節
-
線
と
の
区
別

は
記
象
型
を
論
ず
る
に
は
殆
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
。
皐
に
二
つ
の
節
線
の
存
在
を
認
め
れ
ば
よ
く
‘
{
貰
際
に
地
表
に
綴
著

の
断
層
の
生
じ
た
場
合
の
記
象
型
は
全
く
新
に
論
じ
衣
け
れ
ば
な
ら
設
い
。

士
、
震
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー



四

此
庭
に
考
へ
℃
居
る
士
山
・
摩
宇
島
沖
の
深
夜
地
震
の
震
源
か
ら
震
波
と
し
て
停
揺
さ
れ
る
エ
ネ
Y

ギ

1
の
総
量
を
算
出
す

る
目
的
で
次
表
を
作
成
し
た
。
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震
源
か
ら
出
た
震
波
が
此
の
深
後
地
震
の
場
A
口
特
に
明
か
に
二
群
に
分
れ
る
乙
と
は
記
象
型
分
布
闘
に
よ
A
Y

℃
甥
解
3

れ
る
。
従
っ
て
エ
ネ
Y
ギ
ー
も
二
つ
に
分
け
て
求
め
る
乙
と
に
す
る
。

又
記
象
型
の
節
に
於
い
℃
説
明
せ
る
が
如
く
.
震

源
の
運
動
の
主
な
る
も
の
は
数
秒
間
に
過
ぎ
ゴ
る
が
故
に
数
秒
間
に
し
て
P
相
及
び
S
相
は
最
も
後
達
す
る
。
此
の
最
も

と
と
が
出
来
る
。

後
議
せ
る
所
代
於
け
る
速
度
の
最
大
値
を
求
む
る
と
き
は
其
の
瞬
間
に
於
け
る
地
表
面
の
有
す
る
エ
ネ
Y

ギ
ー
を
求
む
る

観
測
結
の
地
震
動
を
車
振
動
と
見
倣
し
、
共
の
最
大
速
度
を
一
V

と
す
れ
ば
、
単
位
臨
積
の
エ
ネ
Y

ギ
1
は

一BJq
一HYM(〉み)凶

-

同

昨
日
〈
白
日

h
s
(小
山
川
)
凶



但
し
T
は
遡
期
、

A
は
最
大
振
幅
、

m
は
密
度
で
あ
っ
て
、
添
字

p
、
S
は
P
波
或
は
S
波
に
依
る
乙
と
を
夫
々
一
不
す
。

此
庭
に
省
略
し
た
乙
と
は
震
波
の
表
面
反
射
に
よ
る
影
響
・
経
路
で
吸
牧
芯
れ
る
乙
と
及
び
地
震
計
の
倍
率
と
し
て
基
本

倍
率
を
用
ひ
た
る
乙
と
等
で
あ
る
、
命
水
平
及
び
上
下
の
運
動
の
A
口
成
に
も
無
理
が
あ
る
。

第
四
固
に
於
い
て
A
N
D
-な
る
節
線
と
略
之
に
直
角
の
線
N
E
W
に
依
b
て
各
観
測
結
は
四
つ
の
象
限
内
に
分
け
ら
れ

ん
/
M
A

る
，
今
第
二
表
の
最
大
振
幅
の
比

を
地
国
上
に
記
入
℃
見
る
に
、
元
来
第
二
表
は
主
と
し
て
.
グ
イ

1
へ
Y
ト

地
震
計
に
よ

b
.
水
平
動
及
び
上
下
動
の
観
測
が
皆
得
ら
れ
た
も
の
に
つ

3
作
成
せ
る
が
故
に
、
其
の
観
測
黙
の
数
が
非

常
に
少
な
い
。
其
庭
で
本
多
技
師
の
提
言
に
従
ぴ
先
づ
A
N
D
線
で
折
b

P波及び線の最大動の振幅の等比線第九固

重
ね
、
次
に
N
E
M
A
線
で
折

b
重
ね
た
闘
に
最
大
動
の
等
比
線
を
描
け
ば

第
九
闘
の
如
く
る
。
但
し
此
の
間
の
作
成
に
於
い
て
観
測
地
黙
の
位
置
は

其
の
方
向
と
し
℃

E
A
m
m
及
び
N

W
線
が
直
交
せ
ま
る
が
故
に
，

A
N
D

線
又
は
N
E
W
線
に
卦
し
て
近
い
方
か
ら
測
っ
た
.
叉
距
離
は
二
線
の
交

知
で
な
く
震
央
距
離
を
直
ち
に
用
ひ
た
、
之
等
も
第
二
表
中
に
記
載
し

ヵ
。
第
二
表
中
根
室
と
大
連
は
簡
単
微
動
計
百
東
京
の
S
相
は
強
震
計
に

依
る
も
の
で
あ
る
。
叉
東
京
と
布
良
と
は
短
遡
期
の
波
に
封
す
る
も
の
も

併
記
し
た
c

走
時
曲
線
の
轡
曲
姑
は
約
千
粁
で
あ
b
其
の
外
部
に
於
け
る

七



第十周
つ
3
2一V

の
平
均
の
伎
を
用
ひ
、

且
其
の
面
積
を
測
る
乙
と
に
よ
A
リ
エ
ネ

Y

ギ
ー
を
求
め
る
之
と
が
出
来
る
。
但
し
球
面

-03 

';1 d 

i¥. 

一
部
の
模
様
を
も
示
し
た
。
測
候
所
名
を
記
入
し

た
理
由
は
A
N
D
線
の
東
側
と
西
側
ー
と
に
依
O

℃

節
線
の
位
置
が
異
な
る
故
其
の
模
様
を
明
か
に
す

る
た
め
で
あ
る
。

此
の
第
九
国
の
等
比
線
を
泰
一
考
に
し
て
地
国
上

に
最
大
動
の
佐
一
寸
比
線
を
描
け
ば
第
十
周
の
如
く
な

る。
扱

エ

ネ

Y
ギ
ー
を
求
め
る
た
め
に
，
第
九
固
に

習
っ
て
J
V
吋
及
び
J
V
勺
を
記
入
し
て
等
」
V
線
の
国

を
描
け
ば
第
十
一
国
及
第
十
二
国
の
如
く
な
る
、

然
る
と
ろ
』
は
其
の
線
に
よ

b
て
分
た
れ
た
匡
聞
に

を
半
面
と
し
た
省
略
が
あ
る
。
斯
く
し
℃
千
粁
な
る
轡
曲
結
以
内
の
値
を
求
め
之
を
二
倍
す
れ
ば
地
球
面
会
館
に
護
る
会

エ
ネ

Y
ギ
ー
を
算
出
す
る
之
と
が
出
来
ゃ
う
。
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震
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離

山一B×。
主
∞
竿
×

5
2
2
m

当

J
r
B
×

2
2×
H
O
H
A

の
の

ω

但
し
此
の
値
は
地
球
の
会
表
面
に
於
け
る
深
さ
一
糎
の
有
す
る
エ
ネ
Y
ギ

1
の
総
和
で
あ
る
。

扱
記
象
型
国
の
節
に
説
明
せ
る
如
く
震
源
の
主
・
な
る
運
動
は
四
五
秒
に
し
℃
止
む
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
地
殻
表
層
の

P
波
の
速
度
を
五
、
五
粁
・
秒
‘

S
波
は
三
、
三
粁
・
秒
、
ξ
す
れ
ば
此
の
数
値
を
四
倍
じ
て
二
十
二
及
び
十
三
粁
の
深

3
迄

ゴL



四
O 

U
W
P

及
び
U
w
s
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
叉
地
殻
表
層
の
土
地
の
皐
位
鰻
積
の
質
量
を
二
・
七
克
と
す
れ
ば

巧 唱者

H

H

・∞ゆ×
H
C
U
O
(
U
・の
-m・

H

H

0

・。
ω
×
H
O
M
G

の・の・

ω・

ヤ
H
O
H
M
O

巧
H

.

巧
1

J

F

H

H

・M
×
H
C
ど
の
.
の
・
∞
・

之
震
源
か
ら
震
波
と
し
て
殺
せ
ら
れ
る
エ
ネ
Y
ギ

1
の
総
量
の
大
躍
の
値
で
あ
る
。

士
、
結

E命

士
山
摩
牛
島
沖
深
夜
地
震
に
つ
き
で
、

s
波
の
初
動
方
向
が
明
瞭
に
議
み
取
れ
た
事
か
ら
之
が
満
足
す
る
や
う
に
震
源
の

議
震
機
構
を
想
定
し
た
，
そ
れ
は
震
源
氏
於
い
て
，
球
が
楕
闘
躍
に
特
使
形
し
た
如
く
考
へ
れ
ば

p
波
の
初
動
の
方
向
，
大

3
3
及
び
S
波
の
初
動
方
向
も
説
明
づ
け
ら
れ
た
。
而
し
て
此
の
援
形
運
動
は
約
四
五
秒
の
問
に
翁

3
れ
る
と
い
ふ
事
が

記
象
型
分
固
か
ら
明
か
に
推
定
当
れ
た
。
此
の
時
波
形
の
運
動
に
際
し
て
二
つ
の
P
波
の
節
線
を
生
じ
・
断
層
線
、
節
線
の

匡
別
は
記
象
型
の
研
究
に
は
抹
殺
し
た
方
が
至
営
な
b
と
の
結
果
を
得
、
た
。

次
代
震
源
の
主
な
る
運
動
が
四
五
秒
間
に
過
ぎ
ゴ
る
事
と
.
各
地
の
地
表
面
が
p
波
及
び
S
波
に
よ
っ
て
、
夫
々
逮
せ

ら
れ
る
最
大
の
運
動
の
エ
ネ
Y

ギ
ー
を
観
測
結
果
か
九
算
定
す
る
乙
と
に
よ

b
，
震
源
か
ら
震
波
と
し
て
倖
播
す
る
エ
ネ



Y
ギ

1
の
総
量
を
概
算
し
た
、
そ
の
値
は
H

・ω
×
ち
ほ
の
・
の
-m-C・
で
あ

b
、
P
波
と
S
波
と
の
エ
ネ

Y
ギ

1
の
比
と
し
℃

0
・
ゴ
二
が
得
ら
れ
た
。

命
S
相
初
動
方
向
を
考
へ
に
入
れ
て
地
表
面
地
震
の
記
象
型
に
闘
し
震
央
結
に
関
す
る
封
稀
性
を
見
出
し
た
。
更
に
本

多
技
師
の
記
象
型
の
研
究
を
加
へ
て
考
へ
る
と

3
は
二
つ
の
節
線
を
二
等
分
す
る
線
に
つ
き
て
も
封
稀
性
が
あ
る
之
と
に

な
る
。
此
の
結
果
S
相
初
動
を
用
び
て
も
断
層
線
と
節
線
の
区
別
は
不
可
能
に
な
忍
。

終

b
に
臨
ん
で
本
論
文
を
草
す
る
に
常

b
種
々
御
助
言
を
賜
っ
た
岡
田
憂
長
並
び
に
闘
富
、
本
多
雨
技
師
に
深
謝
す
る

次
第
で
あ
る
。

又
掃
国
の
描
潟
に
あ
骨
折
下

3
れ
た
木
津
綬
、
三
浦
秀
正
の
雨
氏
に
厚
く
御
穫
を
申
述
べ
る
。

附

記

以
上
の
結
果
か
ら
見
れ
ば
著
者
の
意
見
は
断
居
設
に
封
し
て
反
針
な
る
か
の
如
く
見
へ
る
が
震
源
の
運
動
機
構
に
闘
す
る
事
柄
は
観
測
結
果
の

整
理
が
S
相
初
動
に
迄
及
ん
だ
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
如
何
な
る
理
論
に
ぜ
よ
震
源
に
於
い
て
球
が
楕
聞
に
務
形
す
る
が
如
き
運
動
に
依
ワ
て
渡
せ
ら
れ

る
震
波
の
配
布
と
異
な
る
結
果
の
も
の
は
是
認
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
詑
象
型
の
節
で
惑
べ
た
震
源
の
主
た
る
運
動
が

僅
か
四
五
秒
間
で
止
む
事
等
は
寧
ろ
断
居
設
に
取
ワ
て
有
利
の
事
柄
で
あ
る
と
忠
ふ
。
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